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さ
く
ら
重
信

老
人
福
祉
法
の
基
本
理
念
の
基
に

社
会
福
祉
法
人
　
御
薬
園

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
桜
の
里
　
施
設
長
　
垣
理
■
一
　

爺
墜

一

青
葉
若
葉
が
目
に
し
み
る
、
す

が
す
が
し

い
季
節
と
な
り
ま
し

た
。
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は

ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

「桜

の
里
」
も
四
月
で
開
設
以

来
十
周
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
施
設
の
運
営
も
全
て
順
風

満
帆
と
ま
で
は
い
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
何
と
か
乗
り
越
え
て
こ
ら

れ
た
の
も
、
ひ
と
え
に
皆
様
の
ご

支
援
、
ご
協
力
の
賜
物
と
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

今
年
度
は

「桜
の
里
」
に
と
っ

て
大
き
な
節
目
の
年
に
な
る
と
考

え

て
お
り
ま
す
。
現
在

で
も
施

設
入
所
は
百
名
を
超
え
る
方
が
待

機
さ
れ
て
お
り
、
多
少
で
も
そ
の

解
消
を
図
る
た
め
今
年
度
、
水
上

村
役
場
の
ご
指
導
を
受
け
な
が
ら

増
床
の
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
お

陰
様

で
昨
年
十
月

に
満
室
と
な

り
、
現
在
十
八
名
の
利
用
者
様
が

毎
日
自
分
ら
し
く
楽
し
い
生
活
を

過
ご
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

（定
員
二
十
名
）

と
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
（定
員
三
十
名
）

は
ま
だ
空
き
が
あ
り
ま
す
。
特
に

デ
イ
サ
ー
ビ

ス
に

つ
き
ま
し
て

特別養護老人ホーム

桜 の 里

発行者 福 江 誠 二
〒8680701
球磨訂水上村大宇岩野26581
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は
、
リ

ハ
ビ
リ
の
専
門
職
で
あ
る

作
業
療
法
士
を
常
時
配
置
し
て
専

門
的
な
機
能
回
復
訓
練
を
行
う
と

と
も
に
、
リ

ハ
ビ
リ
に
関
す
る
ご

相
談
等
に
も
応
じ
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
利
用
、
ご
相
談
く
だ
さ

い
。「桜

の
里
」
は
、
こ
れ
か
ら
も

老
人
福
祉
法
第
二
条
の
基
本
的
理

念
、
『
老
人
は
、
多
年
に
わ
た
り

社
会
の
進
展
に
寄
与
し
て
き
た
者

と
し
て
、
か
つ
、
豊
富
な
知
識
と

経
験
を
有
す
る
者
と
し
て
敬
愛
さ

れ
る
と
と
も
に
、
生
き
が
い
を
持

て
る
健
全
で
安
ら
か
な
生
活
を
保

障
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
』
を
常

に
念
頭
に
お
き
、
よ
り

一
層
地
域

の
皆
様
方
に
頼
ら
れ
、
お
役
に
立

て
る
施
設
と
な
り
ま
す
よ
う
精

一

杯
努
め
て
参
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
皆
様
方
の
変
わ
ら

ぬ
ご
指
導
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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私
た
ち
は
利
用
者
の
方
、

ご
家
族
の
皆
様
に

信
頼
さ
れ
る

安
全
で
質
の
高
い
介
護
を

提
供
い
た
し
ま
す
。

尊

重

利
用
者
の
著
様
の
人
格
を

尊
重
し
、
常
に
相
手
の

立
場
に
立
っ
て
快
通
な

生
活
が
過
ご
さ
れ
る
よ
う

努
力
し
ま
す
。

真

に

家
庭
的
で
明
る
い

た
の
こ
も
っ
た

環
境
づ
く
り
に

努
力
し
ま
す
。

前列左より小村さん、施設長、爾榮さん、右田さん



第 22号/平成 24年 6月 1日 発行      さ く ら 重 信 ，
一

．
一
″鱚一・膊

・
一一
勒

五
月
十
三
日
は
母
の
日
で
し
た
。

桜
の
里
か
ら
は
、
入
所
の
皆
様
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
方

一
人

一
人

に
カ
ー
ネ
ー
シ
∃
ン
を
贈
り
食
事
も

母
の
日
の
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
い
た
し

ま
し
た
。

家
族
を
支
え
、
子
供
た
ち
を
立
派

に
育
て
あ
げ
ら
れ
た
お
母
様
方
に
桜

の
里
職
員

一
同
、
感
謝
い
た
し
ま
す
。
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節
分
豆
ま
き

二
月
三
日
は
節
分
の
日
、
職

員
扮
す
る
鬼
が
利
用
者
の
皆
様

か
ら
豆
を
思
い
っ
き
り
ぶ
つ
け

ら
れ
、
今
年
の
厄
を
払

っ
て
お

ら
れ
ま
し
た
。

豆
ま
き
の
終
わ
り
に
は
利
用

者
、
職
員
共
に
和
気
あ
い
あ
い

と
記
念
写
真
に
収
ま
り
ま
し
た
。

今
年
も
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

そ
れ
ぞ
れ
に
桜
の
花
見
ド
ラ
イ

ブ
を
利
用
者
皆
様
に
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。
写
真
は
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
湯
山
高

城
公
園
へ
の
ド
ラ
イ
ブ
の
様
子

で
す
。
陽
光
い
っ
ぱ
い
の
水
上
村
湯

山
の
高
城
公
園
で
は
、
咲
き
誇

る
八
重
桜
の
花
を
利
用
者
皆
様

が
存
分
に
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。

水
上
村
の
打
越

様
よ
り
見
事
な
え

び
ね
蘭
の
鉢
植
え

を
頂
き
ま
し
た
。

桜
の
里
に
来
訪

さ
れ
た
お
客
様
は
、

美
し
く
咲
き
誇

っ

た
花
に
し
ば
し
見

と
れ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

多
良
木
町
横
馬
場
の

唐
鎌
様
よ
り
豪
華
な
ひ

な
人
形
段
飾
り
を
寄
贈

頂
き
ま
し
た
。

さ

っ
そ
く
、

ス
テ
ー

シ
ョ
ン
前
に
飾
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
通

り
か
か
り
の
皆
様
の
目

を
引
き
皆
様
は
人
形
の

美
し
さ
に
感
心
し
て
ご

覧
い
た
だ
い
て
お
り
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
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(平成24年 2月 29日 )
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今年も慈光保育園 70

名の園児が元気いつぱ

いに演技を披露してく

れました。かわいい園

児の元気いつぱいな歌

や踊りに利用者の皆様

は時には涙ぐまれたり

しながら大きな拍手を

送っていらつしゃいま

した。

(平成24年 4月 6日 )

本年度最初のボランティアは、

井手マスミ様 とお孫さま 2人
でのマジックショーでした。井

手様のマジックを中心にお孫様

達もすばらしいマジックを見せ

てくださいました。

(平成24年 4月 18日 )

湯前町のボランティアグループ「ひまわり

の会」12名 の皆様が 3回 目のボランティア

訪間にいらつしゃいました。十分に練習さ

れた日舞やフラダンス、体操、歌などステー

ジ狭しと披露頂きました。職員も利用者様

同様に元気を頂きました。

鼈

2月 20日、3月 22日、4月 23日、
5月 24日 と、毎月の音楽慰間は桜の
里利用者の大きな楽しみでもあります。

今後もよろしくお願いいたします。

…

 .―



第 22号/平成 24年 6月 1日 発行     さ く ら 重 信 (4)

今年の岩野小学校体験学習は、

学習発表会で披露された劇の披

露の他、桜の里の車椅子、歩行

器の清掃作業、利用者様方との

ふれあいなど半日にわたつて体

験されました。このような授業

を通して高齢者福祉施設、障害

を持つておられる高齢者への理

解や接し方などが培われるだと

改めて思いました。

(平成24年 2月 28日 )

●
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(平成24年 5月 11日 )

岩野小学校 2年生 17名が、生活科の学習「水上村の

施設探検学習」の一環で桜の里を訪問され、桜の里で

働く職員の様子などを見学、学習されました。

L。

「もともと正常に発達した矢□能が、その後の病気や障害によって持続的に低下した状態のことを

いいます。」=「認知症」は一つの病気です。
「認知症」と正常な老化「物忘れ」との違いは、

「認知症J=病気により生じる。
「老 化J=加齢により生じる。

「認知症」=できごと自体を忘れる。
「老 化J=とつさに思い出せない。

「認知症J=なし。
「老 化」=あり。

「認知症J=困難になる。
「老 化J=支障はない。

認知症と単なる老化による物忘れでは以上のような違いがあります。ご家庭でも注意してみて

ください。そして、少しでも「いつもと違うな一。」と、思われたら主治医や専門医に相談しま

しょう。また、桜の里には認知症ケアについて専門的知識を持つ職員がおりますので、お気軽

にご相談くださいね。



(5) さ く ら 重 信    第22号/平成24年 6月 1日発行

防
災
訓
練

平
成
聾
年
３
月
”
日

平
成

二
十
三
年
度
四
回
目
の
消
防
訓
練

が
二
月
二
十
九
日
に
上
球
磨
消
防
署

の
立

ち
会

い
の
も
と
行
わ
れ
ま
し
た
　
前
回
の

訓
練

の
反
省
を
も
と
に
、
発
見

。
通
報

・

初
期
消
火

・
避
難
誘
導
訓
練
を
職
員
全
員

が
実
際

の
火
災
さ
な
が
ら
の
真
剣
さ
を

持

っ
て
行
動
し
て
い
ま
し
た
。
上
球
磨
消

防
署
職
員
の
皆
様
、
ご
指
導
あ
り
が
と
う

ご
ざ

い
ま
す
。

こ
の
日
は
所
内
研
修
を
兼
ね
た
救
急
救

命
講
習
が
桜

の
里
内

の
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
前

で
行
わ
れ
ま
し
た
＾
Ｌ
球
磨
消

防
署
救
急
隊

の
職
員
様

の
ご
指
導

の
も

と
、
救
急
事
故
発
生
時

の
初
動
措
置
か
ら

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
た
心
肺
蘇
生
法
ま
で
、

大
切
な
人
の
命
を
預
か
る
施
設

の

一
員
と

し
て
ス
タ

ッ
フ
皆
が
真
剣
に
取
り
組
み
ま

し
た
っ

喀
痰
吸
引
等
に
関
す
る

桜
の
里
春
の
大
除
草
作
業

研
修
修
了

平賢
ぢ
昇
日

桜

の
里
で
は
、
厚
生
労
働
省
が
定
め
る
、

一介
護
従
事
者

に
よ
る
痰

の
吸
引
な
ど
特

定
行
為
を
行
う
た
め
の
研
修

（十
四
時
間

研
修
ｒ

を
・職
員
十
六
名
が
受
講
し
二
月

十
七
日
に
研
修
修
了
証
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
こ
今
後
、
県
の
認
証
後
、
医
師
や
看
護

師
以
外

で
も
桜

の
里
で
は
十
六
名

の
介
護

職
員
が
痰

の
吸
引
を
行
う

こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す

）

平
成
２４
年
５
月
‐０
日

五
月
十
日
晴
天
の
夕
方
か
ら
施
設
周
囲

に
生

い
茂

っ
た
雑
草
を
職
員
総
出
で
除
草

し
ま
し
た
。
暖
か
く
な
り
雑
草

の
伸
び
る

早
さ
に
驚
き
な
が
ら
三
時
間
か
け
て
よ
う

や
く
除
草
が
完
了
し
ま
し
た
。
今
後
も
地

域
の
方
に
支
え
ら
れ
る
施
設
と
し
て
常

に

清
潔
な
内
外
環
境
保
持
に
職
員
皆
で
努
め

て
い
き
た

い
と
思

い
ま
す
．

¬



第 22号/平成 24年 6月 1日発行       さ く ら 重 修 (6)

特別養護老人ホニム桜の里南町ユニット
特別養護老人ホーム桜の里は 3つのユニット (1ユニットが 10人単位での少人数入
所棟)から成り立っていますが、今回、「南町Jユニットを紹介します。

新
入
職
員
紹
介

平
成
二
十
四
年
二
月
か
ら
新
た
に
桜

の
里
職
員
の
仲
間
入
り
を
し
た
九
名

を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。
な
お
、
プ
ロ
フ
イ
ー
ル
は
、

①
桜
の
里
で
の
所
属
部
署

②
出
身
地

（現
住
所
）

③
年
齢
、
家
族
な
ど

④
趣
味
、
特
技
な
ど

⑤
抱
負

で
す
。
内
容
は
で
き
る
か
ぎ
り
本
人

の
証
言
を
も
と
に
忠
実
に
再
現
し
ま

し
た
。Ａｎ町
静谷ゃ制射

①
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

②
人
吉
市

（湯
前
町
）

③
二
十
三
歳
、
独
身

④
好
き
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
ラ
イ
ブ

を
見
に
行
く
こ
と
。
映
画
鑑
賞
。

野
球
。

⑤
前
職
と
は
ま
っ
た
く
違

っ
た
職
業

に
な
る
の
で
、
早
く
慣
れ
て
色
々

な
知
識
を
学
ん
で
活
躍
し
て
い
き

た
い
、
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

Ａ鷹鍮響
酎フエモニカ

①
特
養

（短
期
入
所
）

②
フ
ィ
リ
ピ
ン

（多
良
木
町
）

③
既
婚

④
歌
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

⑤
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
が
ん
ば
り

ま
す
。

私たち南町スタッフは、男女合わせ 7名の職員で毎
日明るく、元気に笑顔の絶えないユニット作りを目指
し、利用者の方々のお世話をさせて頂いています。
南町では、天気の良い日にテラスで食事したり、ド
ライブに行つたりと毎日を楽しく過ごして頂くことの
できる様に心掛けてケアにあたつております。
最近は、母の日のお祝いを利用者の方と一緒に行つ

たり、夏の楽しみとして、野菜の苗を植えたりしてい

ます。
また、南町には 102歳の男性利用者がお二人 (甲
斐一二様、尾前光次郎様 )
いらつしゃいます。お二人共 102歳とは思えないほ
どの元気者です。
お話し好きの利用者の方も大勢おられますので地域
の方々のご来園をお待ちしております。 スタッフ紹介

写真左から、山元正和、大坪沙耶香、西陽一郎 (リ ーダー)

猪野花乃子、宮崎真衣、鬼塚慧、有瀬秀明

み
　
メえ

と
も

ひ
ろ

輛
榮
智
博

ン
」
む

ら
だ

い
す

け

小
村
大
介

①
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

②
相
良
村

③
十
八
歳
、
独
身

④
ド
ラ
イ
ブ
、
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
、
ソ

フ
ト
バ
レ
ー

⑤
ま
だ
ま
だ
勉
強
不
足
で
、
き
び
き

び
と
行
動
で
き
な
い
と
こ
ろ
が
あ

る
け
ど
、
色
々
教
え
て
も
ら
っ
て

少
し
ず

つ
で
も
で
き
る
よ
う
頑

張

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

墨轟Ｆ）歳朋曜子こ

①
看
護

②
あ
さ
ぎ
り
町

③
子
供
二
人

④
旅
行
が
趣
味
で
す
。

⑤
皆
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

えヽ

ぎ

き

て
る

よ

江
崎
照
代

①
特
養

ユ
ニ
ッ
ト

（東
町
）

②
多
良
木
町

（錦
町
）

③
四
十
二
歳
、
既
婚

④
読
書
、
ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作

り
、

マ
フ
ラ
ー
編
み
、
特
技
は
本

を
読
む
ス
ピ
ー
ド
が
速
い

（
コ

ミ
ッ
ク
十
五
分
、
単
行
本

一
・五

時
間
程
）

⑤
と
に
か
く
頑
張
り
ま
す
の
で
、
み

な
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

艤①栄養
課

②
球
磨
村

③
二
十
歳
、
独
身

④
写
真
を
撮
る
こ
と
。
人
を
笑
わ
せ

フ０
こ

Ｌ
ｃ
。

⑤
早
く
仕
事
を
覚
え
て
職
場
の
み
な

さ
ん
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
な
い

よ
う
に
日
々
頑
張
り
ま
す
。

①
特
養
ユ
ニ
ッ
ト

（東
町
）

②
人
吉
市

③
二
十
四
歳
、
独
身

④
趣
味

¨
読
書
、
料
理
、
ド
ラ
イ
ブ

な
ど

⑤
と
に
か
く
頑
張
り
ま
す
１

義
蝿
魃
簿
郁
田た
調
子こ

①
特
養
ユ
ニ
ッ
ト

（西
町
）

②
多
良
木
町

③
独
身

④
音
楽
鑑
賞
、
テ
ニ
ス

⑤
利
用
者
の
立
場
に
立
っ
て
、
こ
れ

ま
で
過
ご
し
て
こ
ら
れ
た
生
活
史

を
理
解
し
ニ
ー
ズ
を
引
き
出
せ
る

よ
う
な
介
護
福
祉
士
を
め
ざ
し
ま

す
。
曇国濃ゾ薄田た真ま美み

①
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

（東
の
家
）

②
湯
前
町

③
子
供
二
人
の
母
で
す
。

④
美
味
し
い
も
の
を
食
べ
て
ビ
ー
ル

を
飲
む
こ
と
。

⑤
利
用
者
の
方
に
信
頼
さ
れ
る
介
護

士
。
安
心
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な

介
護
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

は
ん

に
　
た

　
な

つ
み

半
仁
田
菜
摘

◎ご家族様へ


